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1 令和4年度社会教育の推進・生涯学習の振興

Ⅱ令和4年度社会教育・生涯学習施策体系

Ⅲ令和4年度県社会教育関係事業年間計画

Ⅳ令和4年度社会教育・生涯学習関係事業計画

1 豊かな心と健やかな体を育成する

(1)教育の原点である家庭教育、幼児教育の推進

(2)豊カゾbDの育成

2 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

(1)グローバル化等に対応する実践的な力の育成

3 郷士に誇りを持ち、地域社会の担い手となる心を育成する

(1)郷土愛を育み、地域と協働する教育の推進

(2)山形の宝の保存活用・継承

4 活力あるコミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める

(1)学校・家庭・地域の連携・協働の推進

(2)青少年の地域力の育成・地域活動の促進

(3)地域の教育力を高める生涯学習環境の充実
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基本目標

人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり

テーマ

令和4年度社会教育の推進・生涯学習の振興

基本方針

皿

1 ↑いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進する

Ⅱ豊かな心と健やかな体を育成する

Ⅲ社会を生きぬく基盤となる確かな学力を育成する

Ⅳ変化に対応し、社会で自立できる力を育成tる

ν特別な二ーズに対応した教脊を推進tる

Ⅵ魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進tる

Ⅶ郷士に誇りを持ち、地城社会の担い手となる心を育成する

Ⅷ活力あるコミュニティ形成に向け、地城の教青力を高める

Ⅸ地城に活力を与える文イヒとスポーツを推進する

"弔

つなぐ

~いのち、学ぴ、地域

貫画

令和4年度の社会教育の推進・生涯学習の振興にあたっては、第6炊山形県教育振興計画後期計
画及び第5次山形県生涯学習振興計画に基づき施策を展開します。

また、「つなぐ~いのち、学び、地域~」のテーマに沿って社会教育の施策を推進していくと
ともに、「自立、協働、創造」の観点に沿って生涯学習の振興を図ります。
策定されて5年月となる第5次山形県生涯学習振興計画の普及と啓発に引き続き取り組み、目標

である「一人ひとりの個性が奏であい、輝く山形の未来を拓く生涯学習」の実現に向け、生涯学習
振興の中核となる社会教育の更なる充実に努めます。

^

目標

一人ひとりの個性が奏であい

輝く山形の未来を拓く生涯学習

~自立、協働、創造~

【6教振の基本方針における生涯学習の施策の柱】
1

自
一

生涯学習振興の重点

:に゛UI P

豊かな心と健やかな体を育成する【基本方針Ⅱ】

1 個人や地域の多様化する二ーズを踏まえた

学習機会・学習内容の充実

2 1也域づくり・紳づくりに係る活動の推進

31寺続可能な推進体制整備、人材育成識会の

提ι北等による市畊寸への支援

・保護者の学習機会の創出により、親の不安や悩みを軽減し、より温かい親子関係の構築につな

がる家庭教育を推進します。(主要施策4)

・豊かな感性や人間味あふれる心、思いやりの心を育むために、学校・家庭・地域が連携した読

書活動を推進します。(主要施策5)
2 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する【基本方針Ⅳ1

・不登校等、社会参加に困難を有する子ども・若者やその家族について、関係部局やNP0団体、

フリースクール等の様々な機関や団体と連携・協働して、将来の社会的自立を目指した支援のあ

り方について検討し、支援を行います。(主要施策8)

3 郷土に誇りを持ち、地域社会の担い手となる心を育成する【基本方針Ⅶ1

・本県の自然や歴史、偉人・先人の業績、伝統文化・文化財、経済産業などに触れることができ

る地域教材や資料を集約し、情報発信tる等、一層の活用を促進します。(主要施策15)

・地域社会全体で郷士の伝統や文化への関心を高め、文化財・伝統文化の総合的な保存活用所荘

承の取組みを促進します。(主要施策1田

4 活力ある=ミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める【基本方針Ⅷ】

・学校を支援する活動や地域の教育力を高める活動等を一体的・総合的に推進する仕組みを構築

します。(主要施策17)

・活力あるコミュニティ形成に向けて、児童や生徒、青年によるボランティア活動等の地域活動

の推進や地域活動に敢り組む青午リーダーの育成を推進します。(主要施策18)

・地域の教育力を高めるとともに、地域=ミュニティの活性化に向けて、知の拠点としての県立

図書館をはじめとする社会教育関連施設の機能を充実するとともに、地域の活動の支えとなる中

核的人材の育成のための支援を行います。(主要施策19)

二
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第6次山形県
教育振輿計画

【墓本目標】

人闇力に濯ちあふれ、
山形の末来をひらく

人づくり

Ⅱ令和4年度社会教育'生涯学習施策体系

ーこニレ
【テーマ】

つなぐ
ーいのち、学び、地辧、

【基本方針(施笈の柱)】

1 豊かな心と健やかな体を育成する

ーミン・

【基本方針]

1「ちのい」を大切にし、命を
つなぐ教斉を推進する

6教掘の葛本方針五

三豊かな心と健やかな体を
育成する

【主要施輩】

(1)

盟社曇を生きぬく甚盤となる
確かな学力を育戒寸る

鞍青の原点である
寂庭触青、幼児數青の推進

2

Ⅳ変化に対応し、牡会で自
立できる力を育成るす

嚢化に封高し、社金で良立できる
力を育成する

(2)豊かな心、の育成

V 特剛な二ーズに封庄Lた
教青を推進する

6教援の主饗施策 4

Ⅵ魅力にあふれ,安心・元
気な学杖づくりを挫進サる

6

【事業名等1

攝の基本方齢 N

Ⅶ郷土に誇りを持ち、地域
壮会の担い手となる心を育
戒する

( 1)

6敏掘の主要族策 5

学校・第庭・地域の連携歯血推蹴事嘉
【赤庭戦育寓柾の撞遠.劾児,キ育の推進)

グローバル化等に対応する
奥践的な力の脊成

Ⅷ活力あるコミュニティ形成
に向け、地域の教育力妄
高める

n) 郷土愛を育み、地城と
餓働,る教育の推進

3
掘土に誇りを持ち、地域社会
の担い手となる心を育成ずる

Ⅸ地城に活力を与える文化
とスポーツを推進する

6教握の主要応策 8

(2)山形の宝の保存活用・継承

読育椎進ネットワーク整働亭業

6融挺の主要雄策 15

謹庭駁青支担推進婆鳶会

染庭敦宥支塑7ゞーラム

市町村補助享煮

(やまがた子育ち凱庄の実施)
(幼兜共肯ふれあい広場の真註)

蹴轟勲官出前歸飽

*庭敏青電断柘麟の開股

や生がた干宥て生括吾慣改善事婁

子ピもの主話りズム吻上山那県フゞーラム

(来PTA栃導庸研蛙全とm時聞催予症】

【事業内容等】

6教撫の基本方針Ⅶ

【生涯学晋援輿の貫点】

1 個人や地城の多樺化
ずる二ーズ晝路まえた
学習憾会・学晋内容
の充実

2 地域づくり・緋づくりに
係る活動の推護

3 持枝可能な推進休制
聾備,人材育成擁金
の提供等による市町
判への支擢

6軌挺の主要鰯策 16

青少年環境教育事寮

根聴覚牧材吾及亭業

4

(1) 学校・家庭・地滅の
連携・俸働の推進

活力あるコミユニティ形成に
向け、地鰄の教育力を高める

伝柚蚕椛膏成事業
予ども伝承活動

詑宥推造ネケトワーク薪任金

酢青推進連挽誹脱

1国庫捕功)

【m庫袖助〕

1■直抽功】

6激担の主奥妬策 17

学校・豐庭・地賊の逼椛憐畳推進稟集

6教援の基本方針Ⅷ

ふるさと塾

豊か女#勲にと"青少年の"立を促十
蹴壇軸青事賞

木畳控児童生巷教胃嵐会硬侃与撞討事隻

(国庫抽功)

【鳳弄}

【封窒抽助】

【昇郵茎窒】

一人ひとりの個性が
奏であい輝く山形の未采

を拓く生涯学習

~白立,協働.樹叢~

【目標】

自作捉馳覚執材コンクール

視聴覚敏村の讐及・括用

青少年の地域力の育成,
地域活動の促地

(地竣学校協勘活動の推進)

【県弄}

【国挫楠功】

Ⅲ町村への箔断主按 01向村鞄合突付金)

E歓俣存システムの運用

拍拝町研佳空'出前講座
午ゼ、たもの狗瓢唾会の劇出
イ史冨化揖臭.文化封゛主疉)

懸途繍晃

(放課徒干ども就合プ弓ンの推進)

6數掘の主興施策 18

県推進協俸会の聞催

揃導者の青虚・学哲痩会の提枇

巾町村抽助事案

f地賊学校臨働木部の註置】
ι地域学校俸働活鳶推進豊の配置)

(国崖袖助】

PTA指導者研修粥東
(社金敏曹罰修峯業】

(国蝉捕助】

(熱費)

イ卑臭)

地域青少年ボランティフ活動推進宰案

地域巴学校との連堺弼働推造飽■会

市町村楠助享婁
ι運曇●鳳虫●殴匿j
ι出拡乍悼皿骨話を推卓員の配盟1
ι堆賊午性拡,岳画0買直1

イ凱費)

(凱鬢)

(卑壁)

1皿碓特抽)

次出代の地域づくり中枝人材育成亭案

輩裸種チE力叱介プラγ捲逢拡蹴会

地匡捕蝉当研娃会

市町村神肋事冥

{運営美員会・学区作ぬ鳳会の註匿}
【敢誠徒子ぞも敷室の笑焦)
【鮫誤後児童ケヲゾの饗施篭子杵て支損謀主軒)

ι皿櫨M肋)

【Ⅷ庫輔助)

【田庫抽助)

成人期・高酢朔敏育担当宅研修事案
(学びと俊●にょι地羊=エユニ手イ括性化事章】

(3)
地城の教青力を高める
生海学習環境の充実

ヂT▲拙導零寺佳令・茎臭PTA黙轍"茎員会壷専{県受】

(縦芋Eもの生話リX厶南上山彫県フナーリム上闇玲鵠倦予窒)

社金教省閏係団休の支慢

ιⅢ庫M助)

ι幽庫補助)

中央七ンター事賞 【轟費)
{胤甫会嵐・ YY=1,ニ,ナ'丁官畠ーロー・ YY"!サンサi丁括戯柴

逢)

6融掘の主要姥策 19

県立面書館の兼備・充実

垢区セン,一享巽

(推珪会毒・YYポ"ン,イ丁巨角推迦)

ι国庫袖勤)

イ■庫椎助}

1四蹴枯助〕

県良が集い・学ぷ県立園書館豊備

歌世代の挫域づくり中仙人材畔或

市町"に郭ける成人朔・高"嵩の学習の誕晝

把碑宝哥修会

社会赴育閨憾賊員研笹埣

(抽県生薪学習セン,一主帆事黨尋)

地域ポランテ'丁人村亮掘

県立博物館の整伽,充実

県脊少年教画焦股の整備・充実

社会戟官嬰謀団体峯業賢補功企

【寄費)

央立園塞鮒違俄

図塞交鼎腔伺

伽書飴峯仕恬動

回審館風酵会

県吐会舷育委員の会麟
(県生媛学習検討委員金)

イ閨交付壷}

壮金敦寅主事養戒亭案

t県費)

(凱鬢)

(凱壁等)

呉民が瓢い・学'鳳立園書飾整佃

生涯学腎施設の弦働・充実

侭立博物賄運営

調査研究、資料取集、敏皆管及語動

坤駈蛤協堂会

企両風の訊催

生涯学習擾輿に係る連枯調豆
(県生涯学智推進委員金)

【県安)

【保受)

県"少卑鰍商箪段運暫

旺怯事業の突施

呉脊少年敏訓施赴甚慎完雲

2

ι凱畳」

ι田交竹金)

(累鬢)

ι凱受」

風社会教青委員の会諾

虞生妊学音換討嬰典会

ι国交付金)

社会鞍斉主事垪晋八の諾渡

杜会敢脊主事室安枯駮員研性

IJ乱曼1

ι貞費}

【県卦】

【貞美}

倶生江学暫セン,一瞥理運営

県生罷学者セγ,一焦霞整燭

関係怖局、卑牛託学智セン,一弊との連携

【市費}

【凱費}

【累興}

(偶臭)

イ県畳)

(埠鬢)

(県典)

1晃安)

ι凱美)

ι宗典)

ι凱曼)



Ⅲ 令和4年度県社会教育関係事業年問計画(220202案) 皆=青少抹教胃施設の竪樋幕業誹
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Ⅳ令和4年度社会教育・生涯学習関係事業計画

1 豊かな心と健やかな体を育成する

(1)教育の原点である家庭教育、幼児教育の推進
家庭教育は教育の原点であり、すべての教育の出発点である。しかし、家庭を取り巻く環境の変化に伴い、

子育てに不安や悩みを持つ親が増え、家庭の教育力の低下が指摘されている。こうした今日的な家庭教育の

課題に対応し、子どもたちが生涯にわたる人格生成の基礎を培っていけるよう、社会全体で家庭教育を支え

ていくことが必要である。

令和4年度は、相談機会を拡充する事業に重点を置いて取組む。電話相談に加え、地城活動団体が家庭教

育や子育ての相談受付ができるように活動事例の普及や活動を支えるネットワークづくりを進める。また、

様々な環境にある保護者が家庭教育に関する情報を得られるようSNS等様々な媒体を使って情報提供を行う。

事業名等

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業

(家庭教育支援の推

進)

◇HⅡ年度開始

H16年度組替

H器年度事業統合

H28年度事業統合

■目的

家庭の教育力及び地域の教育機能向上のために、保護者等を対象に

家庭教育に閼する学習機会や相談機会を提供するとともに、家庭教育

支援者の資質向上のための研修会を実施するなど、家庭教育支援の充

実を図る。

事業

●内容

1 県家庭教育支援推進協議会

0対象推進委員 a1名程度)

0加暢所年問1回開催 8月30日(火){変更有】

0主な活動県の方針や推進施策の計画・検証

00千円

(国補助、県費)

の 目 的

2 家庭教育支援フォーラム

0期H・場所県内 4地区

0主な活動家庭教育支援者の資質向上とネットワーク構築を図る

研修等

※家庭教育支援フォーラムの揚でネットワークづくりを行い、地域活

動団体が活動時に相談受付を行うことをサポートできるようにする。

※地域で相談受付などの家庭教育支援にかかわる活動をしている団

体の事例を紹介し、普及を図る。

内容

3 やまがた子育ち講座【市町村補助事業1

0対象学校等保護者、町A関係者他

0期U・坦所 31市町村 186箇所予定(R4所要額調査)

0主な活動家庭教育に関する講話や座談会等

実施主体

4 家庭教育出前講座

0対象子育てに関わる関係者等

0甥E・場所県内 8箇所

0主な活動家庭教育に関する講演や情報提供等

生涯教育・学習振興

課

5 家庭教育電話相談の開設

0主な活動「ふれあいほっとライン」継絖実施

①年間を通じて相談を受付

②相談員による相談受付:月~金 9:00~16:15

※祝日等は除く

③電話(含留守番電話)、 FAX、メールにて受付

教脊事務所

市町村

教青事務所

生涯數育・学習振興

課



6 やまがた子育て生活習慣改善事業

0実施桜会家庭教育に関する講座や尅学時健診時等

0主な活動①家庭教育に関する保護者向けの啓発

②保護者向け学習資料リーフレットの活用

③県家庭教脊アドバイザーの委嘱及び資質向上を図る

研修 4月15日(金)

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業

7 子どもの生活りズム向上山形県フォーラム

(県FTA指導者研修会と同時朋催・やまがた教育の日)

0対象学校PTA関係者、保護者他

0期ヨ・場所 H月12日(土)・遊学館(予定)

0主な活動「令和4年度会津・山形『体験の風をおこそう』運動」

を活用する予定。

(幼児共育の推進)

◇H17年度開始

H22年度事業統合

H28年度事業統合

■目的

「家庭」「幼稚園・保育所等」「地域」が連挑して、幼児期の子ども

を育む『幼児共育』の実践的な活動を推進する。

●内容

1 幼児共育ふれあい広場【市町村補助那業】

0対象幼稚園・保育所等保護者他

0加暢所 30市町村152箇所予定(R4所要額翻査)

0主な活動人やモノ、自然とのかかわりを通して親子のふれ島いを

大切にした様々な体験活動等

(2)豊かな心の育成

本県でほ、「第3次山形県子ども読書活動推進計画」に基づき、学校・家庭・地域などが連携し、社会全体

で子どもの読書活動に取り組む『読育(どくいく)』を推進している。さらに、子ぞもが生涯にわたる読霄習

慣を身につけるためには、親自身が日頃から家庭での読審を心がけるとともに、乳幼児期からの読み聞かせの

必要性や効果的な取組み、発達段階に応じた読書の在り方などについて理解を深めることが必要である。こう

した考えを踏まえ、令和4年度も引き続き以下の事業を推進する。

生涯赦青'学習振興

課

事業名等

読育推進ネットワー

ク整備事業

生涯教育・学習振興

課

◇H26年度開始

00千円

(風補助、県費)

●目的

子どもの健全な心身の発達を促し、本好きな子どもを育むために、

乳幼児期からの絵本の読み闘かせの普及・啓発を図り、家庭に船ける

t読育(どくいく)」を推進する。

事業

●内容

1 読育推進ネットワーク研修会

0期E・場所県内4地区

0主な活動①乳幼児健診等に紛ける絵本の読み闘かせの普及・啓発

②親子が絵本に親しむ機会を充実させる取組み

市町村

の 目 的

2 読育推進連携講座

0対象読み聞かせボランティア他

0期a・場所県内4地区

0主な活動①自然体験等と読み聞かせを組み合わせた魅力的な読

み闘かせ講座の提供

②読み聞かせボランティアサークルや市町村との連携

による企画、運営

. 内容 実施主体

數育ホ務所

數育事務所



2 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

(1)グローバル化等に対応する実践的な力の育成

近年、コミュニケーションカの向上や自立した生活を送ることに支援が必要な青少年の増加という新たな

課題が生じている。このような青少年を対象とした体験活動の充実により、社会参加への意欲を育み他者とか

かわる力の向上を図る。

また、平成28年12月の「轆務教育の段階に船ける普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律

(教育機会確保法)」の制定により、フリースクール等の民間支援団体等における学校以外の場での活動の重

要性が示された。これを受け、本県でも令和2年度より不登校児童生徒教育機会確保等検討事業を立ち上げ

た。令和4年度はより具体的な連携体制の構築を推進していく。

事業名等

青少年環境教育事業

(豊かな体験による

青少年の自立を促す

環境教育事業・県内

若者相談支援拠点職

員のための体験活動

研修事業)

●目的

継続的な就労・就学に向けて支援を彪、要とする青少年を対象とし

た、海洋ごみ回収ボランティアや仲問との自然体験活動を通して、コ

ミュニケーション能力や自尊感情の向上を図り、自立した生活を送る

ための土台を築く。

県内各施設の支援者を対象として青少年教育施設を活用した体験

活動と支援実践の研修を通して支援力の向上を図るとともに、ネット

ワークを築く。

事業

◇H27年度開始

の 目

●内容

1 心と海岸リフレッシュツアー

0対象若者相談支援拠点施設等に通う中学生・高校生、20 代

~30 代の青年及びその指導者、教育支援センターや通

信制高校に通う生徒

0期B,場所 7月下句・金峰少年自然の家

0主な活動①海洋ごみ回収活動を通した環境教育の実施

②=ミュニケーション能力や自尊感情の向上を捉す

自然体験活動

③複数の若者相談支援拠点施設職員の実行委員組織

による計画・立案・}重鴬

④相談支援拠点施設職員の情級交換及び事例研修会

・社会体験 ・海洋ビみ回収ボランティア体験

・海洋ビみ問題学習

・野外生活体験・いかだづくり体験

・キャンプファイヤー

・野外炊飯

的

妙卜部基金)

. 内容

(不登校児童生徒教

育機会確保等検討事

業)

OR2年度開始

00千円

(国補助、県費)

実施主体

●目的

不登校児童生徒を支援する学校、教育支援センター、フリースクー

ル等民間支援団体等によるネットワーク構築を推進し、不登校児童生

徒の社会的な自立をめざした教育相談体制の整備充尖を図る。

生涯數脊・学習振興

課

●内容

1 不登校児童生徒が通うフリースクールなど民間支援団体と在籍

,る学校との連携状況調査

0対象小中学校

0甥B・堤所 6月

0主な活動学校定期調査として実施、集約する。

7

生涯教青・学習振拠

課

輕務教育課



2 不登校児童生徒の幽立支援ネットワーク構築推進会議

0出席者民問支援団体支援者、有識者、市町村教育支援センター

指導者等で構成する検討委員

0期B・場所 11月22日(火)・県庁内

0主な活動民閻支援団体と教育支援センターや学校とのよりよい

連携や支援の在り方について情報を共有し推進する。

3 地区ネットワーク会議(置賜地区のモデル開催)

0出席者市町村教委担当者、民問支援団体支援者、教育事務所指

導課、義務教育課

0期a,堤所 2回開催・教育事務所(予定)

(R4は置賜地区をモデル地区とし開イ鬮

0主な活動地区における民間支援団体と市町村教委との顔の見え

る連携体制の推進及び支援者の資質の向上を図る。

4 不登校児童生徒の自立支援ネットワーク研修会

0対象民閻支援団体支援者、市町村教育支援センター指導者、

市町村教委職員、小中高等学校教員等

0期a,嶋所 10月20日(木)県庁会議室

0主な活動民問支援団体や教育支援センター、SSW、SC等と学校と

の連携支援の話題提供によるシンポジウム及び情報交

換会を開催し研修を深め、地域の支援団体と教育支援セ

ンター、教員と関係構築のき0かけとする。

3 郷土に誇りを持ち、地域社会の担い手となる心を育成する

(1)郷土愛を育み、地域と協働する教育の推進

子どもから成人に至るまで利用できる自作の視聴覚教材の制作を奨励し、郷土の自然・歴史・文化等に関す

る教育活動を推進することにより、郷士を愛し、地域とつながる心を持つ人材を育成していく。

令和4年度も引き続き自作視聴覚教材コンクールを実施し、優秀作品はインターネットサイト「ふるさと

塾アーカイプス」に掲載し、普及を図る。

事業名等

視聴覚教材普及事業

義務教育課

數育甥務所指導課

◇H21年度開始

00千円

(県費)

●目的

自作の視聴覚教材制作を奨励し、郷士の農然・歴史・文化等に関する

教材提供を可能にすることにより、郷士に誇りを持ち地域とつながる

心を持つ人材を育成する。

生涯教育・学習振奥

課

幾務數青課

事業

●内容

1 第71回

0対象

0期B,娼所

0主な内容

の 目 的

県自作視聴覚教材コンクール

視聴覚教材を自作している団体

表彰式・発表会2月18日(士)

審査及ぴ表彰・発表

2 自作視聴党教材の活用・普及

0対象県自作視聴覚教材コンクール、全国自作視聴覚教材コン

クールで優秀な成績を収めた作品

0主な活動ふるさと塾アーカイブスへの掲載及び周知

. 内容

・個人

・遊学館

実施主体

生涯數育・学習振興

課



(2)山形の宝の保存活用・継承

本県では、地域の民俗芸能等の伝統文化「山形の宝」を子どもたちへ伝承する団体を「ふるさと塾賛同団

体」として登録を推進しており、地域の祭りや行事などへ参加する小中学生の割合が高く、地域とのつながり

が全国的にも高い傾向にある。一方で少子高齢化という課題にも直面しており、伝承活動が難しくなってい

る地域もある。

地域の伝統文化や民俗芸能を子どもたちに伝承することは、大人と子どもの世代間交流を創り出し、地域

コミュニティの活性化へとつながうていく。令和4年度も「ふるさと塾賛同団体」の取組みを推進すること

で、次世代の地域をつくる人材の育成を図っていく。

事業瑠等

伝統芸能育成事業子

ども伝承活動ふるさ

と塾

◇H17年度開始

(文化環境部)、

H19年度より

教育庁に移管

H討年度事業統合

●目的

子どもの郷土愛の醸成、地域=ミュニティの活性化、地域文化の保

存・伝承を通じて、子どもの社会力の育成を目指し、親から子、子か

ら孫の代へ「ふるさと山形」のよき生活文化や知恵、伝統芸能などの

素晴らしし寸也域文化を教え合い、学び合いながら、伝承していく活動

を推進していく。

00千円

(県費)

事業 の

●内容

1 市町村総合交付金による「ふるさと塾」活動支援

0対象 35市町村

0主な活動地域文化継承の基盤づくりを目豹に市町村総合交付金

を交付し、市町村が「ふるさと塾」活動をする。

市町村総合交付金

目 的

00千円

(県贄)

内容

2 記録保存システム「ふるさと塾アーカイブス」の運用

0主な活動ふるさと塾活動贅同団体の伝承活動を記録・保存し炊世

代に伝えるとともに、インターネットによる公開により

ふるさと塾の活性化を図る。(公益財団法人山形県生涯

学習文化財団へ業務委託)

3 指導者の育成を目的とした研修会・出前講座の閉催

0対象ふるさと塾贅同団体、文化伝承活動に取り組む学校等

0期E・揚所 5月下旬~3月各地

0主な活動出前講座・研修会(4地区毎に10か所程度の団体や学

校で開催)

・地域文化の伝承に携わっている方々を対象とした研

修会や文化伝承活動に取り組む学校や贅同団体等へ

指導者を派造する出前講座を開催し、地域の実情に応

じた課題の解決、団体同士のネットワークの形成及び

指導者の資質向上を図る。

実施主体

4 子どもたちの発表機会(やまがた伝統文化フェスタ・ふるさと芸

能のつどい)

0対象ふるさと塾賛同団体4団体他県内伝統文化親子教室

実施団体等

0期E・堺所 11月遊学館(予定)

0主な活動山形県の各地域で大初に守り継がれてきた民俗芸能や

伝統文化などを体験できる機会を創出し、山形県の伝統

文化に対する県民の理解を深め、郷士への愛着・誇りの

酸成、伝統文化継承のための人材の育成を図る。

市町村

中涯教脊・学習振興

課

教脊事務所

県民文化スポーツ部

文化振興・文化財活

用課



4 活力あるコミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める

a)学校・家庭・地域の連携・協働の推進
本県では地城住民の参画を促しながら、社会全体で学校や子どもの教育を支えていく気運の醸成と体制の

整備に成果を上げてきた。

しかし、少子高齢化による人口減少は深刻化しており、担い手不足等を要因に地域行事など大人と子ども、

大人同士が交流する機会の継続が困難になっている地域や存続そのものが危ぶまれる地域、ライフスタイル

の変化を要因に、人間関係が希薄化している地域など、地域のコミュニティの弱体化は依然として進んでお

り、吐也城の教育ノJ」の低下が指摘されている。また、学校では、学校教育に対する期待や解決しなけれぱな

らない課題が多様化・高度化し、学校のみでの対応ば困難な状況となっている。

子どもたちの豊かな学びと健全な育成を支えていくためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を南覚し、

育てたい子ども像を学校と家庭・地域が共有L、地城社会全体で連携・協働して、子どもの学びを支えるため

の体制整備を進める取組みを支援していくことが必要である。また、少年期に粘ける体験活動や学びを支援す

る取組みを通して火人の学びゃ新たな紳づくりを進め、吐也城の教育力」を高めることが大切である。

そこで、令和4年度も市町村における学校・家庭・地域の連携・協働体制の整備や活動実施に対する財政的

な支援、地域学校協働活動推進員等をはじめとする関係者・指導者の研修会の実施等を行っていく。

事業名等

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業

◇H28年度開始

◇形8年度事業統合

事業

00千円

(国補助、県費)

●目的

学校・家庭・地域が連挑協働する体制整備を進めるととで、大人

と子ども、地域と学校の学びの好循環を創り出し、学校を核とした

地域一づくり・人づくりを推進する。

の 目 的

●内容

1 学校・家庭・地域の連携・協働の推進
0対象県内教育に関わる有識者及び関係者

0期Π,場所 8月24日(、永)地域と学校との連携協働推進協議会

9月27日(火)家庭教育支援推進協議会 1変更有】

9月6日(リ0 放課後子ども総合プラン推進協議会

内容

0主な活動県の方針や推進施策の計画・検証・評価

2 地域とともにある学校づくり研修会

0対象教員、市町村教育委員会職員、地域ボランティア関係者

0期a・場所各教育事務所の計画による

0主な活動学校教育関係者を対象として、「社会に開かれた教育課

程」や「学校を核とした地域づくり」 rコミュニティ・
スクーノレ」など一連の教育施策と関連づけながら、地

域学校協働本部の必要性やメリットへの理解を深める

研修会を開催し、各市町村における本部の設週の拡充

と機能の充実を図る。

実施主体

3 指導者の育成・学習機会の提供

①地域学校協働活動推進員養成講座の開催(年3回)

0対象地域学校協働活動推進員等、市町村教育委員会職員

0斯B・据所第1期↓具力包策説明、講演、先行事例 6/24 (金)

第2翔地域学校協働活動の公開(8月~Ⅱ月)
各教育事務所の計画による

第3期県施策説明、講演、先進事例ν25(オ0

0各回とも意見交換や交流機会を設ける

0第3期は「地域と学校の連携協働研修会」として、対象を幅広

にして実施

②地域ボランティア等人材発掘

0対象退職予定教職員

0期ヨ・揚所①1月~2月(各地区教職員退職説明会にて)

②各PTA研修会等

生涯教育・学習振興

課

數育班務所

生涯教育・学習振興

課

教育事務所

10



0主な活動地域学校協働活動推進員(地域二ーディネーター)や

協働活動支援員として主体的に活動できる人材を発掘

するため、退職教員に加えて県PTA連合会との連携

を検討する。

4 市町村補助事業の実施【国ν3県ν3】
0主な活動・地域学校協働本部

学校と地域のボランティアをつなぐ地域学校協働活動
推進員等(凱ーディネーター)の配置

・地域学校協働活動の実施

・保護者への家庭教育を学び講座や親子を対象とした

ふれ合い活動

(地域学校協働活動

の推進)

◇H20~22年度は国委

託10/10。モ賊は、
補助事業

くX老8年度司璞統合

■目的

地域住民の積極的なボランティア活動を通じて、学校と地域のー

層の連携体制を構築する「地域学校協鋤活動」を推進し、子どもと

住民とのかかわりの中で子どもたちの成長を支え、地域の教育力を
高める。

●内容

1 地域と学校との連携協働推進協議会

0期B・場所 8月24日剖0

0主な活動県内の各学校区に松ける地域学校協働活動に関する諸

問題について協議し、県及び各市町村間の連絡調整を
図りながら、地城学校協働活動の効果的な展開を図

る。

生涯教壱・学習振興

課

2 市町村補助事業の実施【国ν3県V3】
0主な活動①運営委員会の設置

市町村全体における事業の企画・立案及び評価・成果

の普及、ボランティアの研修など

②地域学校協働活動推進員等(凱ーディネーター)の

配置

③地域ボランティアによる地域学校協働活動の実施

・学校の棚き方改革を踏まえた活動

・放課後等における学習支援や体験活動の実施

④地域未来塾(地域住民による学習支援)の実施

市町村

(新・放課後子ども

総合プランの推進)

(H19~放課後子ども

教室推進事業・H27

放課後子ども総合プ
ラン推進事業)

●目的

放課後や学校外活動における子どもたちの安全で健やかな居場所

づくりを推進し、地域の教育力の向上を図る。

くX聖8年度事業統合

●内容

1 放課後子ども総合プラン推進協議会

0対象放課後子ども教室コーディネーター、放課後児童支援

員、有識者、社会教育行政関係者、子脊て・福祉部局

関係者等

0娜鴫所 9月6日(yo

0主な活動県内全域で子どもの健全育成を図り、市町村における

「放課後子ども総合プラン」の取組みの促進のため

に、十分な意見聴取を行い、関係機関や福祉部局との

協力体制を構築する。

生涯教育・学習振拠

課

市町村

2 地域学校協働活動推進員養成講座の開催【再掲】
0主な活動各市町村が設置する二ーディネーターの資質向上や相

互の情報交換を図る。

3 放課後子ども総合プラン指導者研修会の開催

0対象放課後子ども教室指導者、放課後児童支援員、社会教

牛涯教脊・学習抜興

課

子ども保青支援課
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0期ヨ・場所

0主な活動

育行政関係者等
5月~3月各地区

①放課後子ども総合プラン指導者研修会(4地区毎に

年2回以上)

・「放課後子ども教室」及び「放課後児童クラブ」にお

ける指導者や教員等を対象に実施する。

②スミセイ放課後子ども教室指導者研修会(猫は村

山地区1回朋催)

・県と住友生命との包括連挑協定により、「スミセイ

アフタースクーノレプロジェクト」を通じた、放課

後子ども教室における子ども洵けのプログラムと

指導者向けの研修会を実施する。

4 市町村補助事業の実施【国ν3県ν3】

0対象 34市町村(山形市除く)

0主な活動①運営委員会・学区毎の協議会(一体型)の設置

・「新・放課後子ども総合プラン」にもとづく「市町
村行動計画」の策定や事業の検証、評価等を幅広

い分野の方々の参画を得て実施

②地城学校協働活動推進員等(コーディネーター)の配置

・学校や地域の団体、ボランティア、放課後児童クラ

ブ、保護者等を結ぶ核となる人材の配置

③「放課後子ども教室」の実施

・すべての子どもを対象に、地域住民等の参画や地

域の特色を生かして実施する学習支援や体験活動

の機会を提供

PTA指導者研修事

業

(社会教育研修事業)

◇S57年度開始

教脊事務所

総合支庁

00千円

(県費)

●目的

PTA指導者を対象とした領域的・体系的な研修を実施し、資質

向上を図ると共に、地域と学校の連携・協働の体制づくりを推進す
る。

●内容

I PTA指導者研修会

0対象小中高・特別支援各学校PTA指導者等

0期ヨ・塀所 11月12 靭(士)遊学館

0主な活動優良PTA県教委表彰表彰式、事例発表、講演

(子だもの生活りズム向上山形県フォーラムと伺時開催)

2 その他のPTA関係事業

0対象県内のPTA組織

0主な活動①優良PTA表彰事業

・県教育委員会表彰選考委員会(5月)

・優良PTA文部科学大臣表彰の推薦(6河)

②PTA研修資料作成

「これからのPTA N052」の編集及び発行

生涯戦育・学習振興

課

教育事務所

(2)青少年の地域力の育成・地域活動の促進
本県の青少年ボランティア活動にっいては、各地の青少年ボランティアサークル活動が「山形方式」と呼ぱ

れ地域の方々から親しまれてきた。こうした青少年の主体的なボランティア活動は、参加者自身の社会力向上

につながるとともに、子どもたちの地域での活動の充実に資するなど、重要な教脊資源である。青少年ボラン

ティアサークル活動の活性化に向けて、ボランティア活動を開始tるきっかけとなる体験機会や、ボランティ

アサークル会員の意欲向上につながる交流機会、ボランティア活動をコーディネートする人材養成のための

研修機会の充実が必要である。

近年は中高生のポランティア活歎へ■主体的な去加仍桜会央減少に加え、=塚十禍による交流■機会とセ

ミ十一村噺灸の消滅による、伸問4<{1の識重な桜会が喪失する揚油や、セミ十}芽加によるポランティア活

'山1」弌、打力;L、、や自己同用!ぜ1をも・ト」昇、旦三1圭J)生きる二力を1寺む・ナ旦1卜不足,、る}男釦た、多ル・Cナニ、

令和J年度は中央センターと地桂センターが連描L、擢進会議をはじめ、各センターでJゞ"業を宅施ナる

市町村

生涯教青・学習振興

..

柁



二上を通 L て、ポ〒 J・ティア1工゛hにヲ川]寸、る中11'h生、〔ハ今二習.き寸ミ航山1火女t央1是供し、ホヲン〒イア1舌寸血に主

作灼に弓加十る児乗生徒を増やし、地城課題心峡i夬に列坤匙抑1こ閥力る往也域を0くる.1、」心六'1走を口指す

青年層の活動については、活動意欲にあふれる20歳代を中心とする団体が各地で地域活動を開始するなど、

地域活動が活性化する兆しが感じられるが、なかなか活動の輪が広がらず活動の継続が難しいなどの課題が

指摘されている。このため、地城活動に関心を持う青少年を対象とする学習機会や、炊の世代の活動者育成の

ための事業が必要とされている。

令和2年度より新規事業としてスタートした「徐世代の地域づくり中核人材育成事業」では、青年層の予

備軍である中高生が企画立案段階から複数回にわたって事業に参画するととで青年層とのつながりを深める

ことを図っているが、令和3年度からは青年や中高生等に対して追跡調査を実施して事業成果を検証する。

事業畠等

地域青少年ボランテ

イア活動推進事業

◇H]7年度開始

H22年度事業変更

●目的

'」少年に1」L'き卿的、汁瓢的に「ポ〒ン牛イア1再動」など■五井条き
体験括勁央桧会を援11U_艾流を通Lて、コミュニケーション能力

dξラン、ニ'.や冉嘉寸Pし山育成、望主しい,j、問形岐を図るどど もに、

ブ活独に主体的に多加寸る1,モ帝生徒小敷を増やし、地城課題山鮒決
に希棚的に1町1_)る「地城を0くるノU 山脊成を R指ナ

00千円

(県費)

耶業

●内容

1 中央センター事業

0主な恬動①山形県地城青少年ボランティア推進会議の開催(年2

回)

②YYボランティアビニーローの設置

寺少年山課題に閥tろ"nH辨光、拙;,k及び支鍍、研修

、むた島山便宜山仔、徐及U1旨噂、助冒を打','具何畑りには

年間を通じ、各種研修・交流会・イベント等の案内、各

サークルの紹介や活動状況などの情報を広く発信す

る。主た、青少年を対象にボランティア活動希望者と

受入団体・機関をコーディネートする。

の 目 的 . 内容

13

実施主体

,ホームページの管理運営

・夏の体験ボランティアψ一フレット配布)

・出前講座 a0回程度)

・ボランティア活動実態羽査(全日制高校3年生)

・地域青少年ボランティアサークル活動朋査

(年1 回)

穀脊事務所

2 地区センター事業

0主な活動①地区地域宙少年ボランティア推進会議の開催(年2回)

・山形力式の「YYボランティア」活動の活性化に向

け、地区毎の課題を洗い出す。

・各市町村ボランティア担当者との連携を密にし、担

当者が抱える課題を把握し、情報提供・助言等を行
^

つ。

・必要に応じて、サークノレ会員や担当者への支援、サ

ークル同士の交流会・セミナー等の機会を提供す

る。

・新規サークル立ち上げを検討tる個人・団体に対し

て情報提供・助言等を行うとともに、立ち上げをコ

ーディネートする。

県青年の家



次世代の地域づくり

中核人材育成事業

◇R2年度新規

00千円

(国交付金、県突)

●目的

地域活動に興味関心の高い中高生や青年が、青年ファシリテータ

ーの指導・助言の下、講義や体験、企画・運営等の実践を通じて、

地域活動への理解を深め、地域づくりの炊世代リーダーとしての資

質を高める。

●内容

1 歌世代の地城づくり中核人材育成事業

0対象中高生

0期ヨ・場所 6月~2月、各教育事務所ほか

0主な活動①各地区にワーキンググループを設置し、ファシリテー

ターを各地区5名ずつ委嘱L、中高生の参画者を20

名ずつ募集する。

②4・5月に事務局会を開催(事業方針や進捗状況等を確

認J する。

③6~8月にオリエンテーション及び地域づくりに関する

講義を実施する。

④6~8月にファシリテーターの実践活動体験及び企画会

議を実施する。

⑤9~2月に参画者が企画した地域活動プログラムを実施

する。

⑥9~2月に成果発表・振り返りを実施する。

⑦3月に事務局会を開催(成果と課題を検証、事業まと

め)する。

⑧前年度のブアシリテーターや参画者等に追跡調査を実

施する。

⑨県青年の家は、本事業に係る「記録集」を作成し、各

市町村教育委員会及び関係各所に配布する。

※事業2年目の令和3年度からは、前年度のファシリテーターや参画

者等に対して追跡棚査を実施し、地域づくりへの参画状況や、地域活

動団体への加入状況等を把握し、事業の成果と課題を検証する。

(3)地城の教育力を高める生涯学習環境の充実
平成30年に第5炊山形県生涯学習振興計画を策定し、学習機会の充実や推進体調上学習環境の整備のた

めの施策を推進している。今後の社会状況を踏まえて地域活性化に取り組むには、すべてのライフステージ

で学習機会が提供され、他者と協働して地域課題の解決に向かう活動をするなど、より積極的な活動を推進

する彪、要があり、そのための交流機会やネットワークづくりが必要である。

また、民間の社会教育関係団体等も社会教育の推進に大きな役割を果たしている。社会教育関係団体の自主

的かつ主体的な運営を尊重しつつ、適切な指導・助言を行うとともに、当該団体が計画的に実施する社会教育

に閨する事業を支援することで、社会教育関係団体の活動の活性化を図る。

本県の社会教育施設には、図書館、博物館、青少年教育施設がある。それぞれの強みを活かして県民の多

様な二ーズに応える魅力ある施設となるよう、それぞれの特質を生かしながら、人、自然、文化、社会とかか

わる体験活動等が推進されるように努める。県生涯学習センターについては、生涯学習振興の拠点施設とし

て、適切かつ効率的な管理運営を行い、その機能を維持するために必要な施設整備を行うとともに、公益財

団法人山形県生涯学習文化財団との連携により、県民の生涯にわたる学習活動を総合的に支援し、地域の活

性化を担う人材の脊成及び県民の文化の振興を図る。

県及び市町村教育委員会における社会教育の推進を図るため、社会教育の専門的職員である社会教育主出

有資格者(社会教育士)を計画的に養成するとと、に、社会教育主事有資格教員を地域や学校、家庭の連携・

協働を推進する体制づくりの核と位置付け、地城の教育力向上を図る。

社会教育施設が地域住民の社会教育(交流・生涯学習・家庭教育)の拠点となる環境づくりを行えるよう

教育甥務所

県青年の家
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に、また、社会教育関係担当職員がよりよい生涯学習の場を提供できるように、研修・学習機会を提供する

とともに、出業や企画作りに資する資料とするために、成人期・高齢期の学習の調査(市町村における社会

數育事業等の実施状況詞査)結果をまとめ考察を行い周知tる。

事業名等

成人期・高齢期教育

担当者研修事業

(学びと協働による

地域コミュニティ活

性化事業)

●巨的

成人期・高齢期に枯ける社会教育の現状を調査し、豊かで活力あ

る地城社会を形成司、るため、よりよい生涯学習の機会と場を提供で

きるよう検討していく。

事業

●内容

1 成人期・高齢期の学習の調査

(市町村における社会教育事業等の実施状況調査)

0対象市町村公民館等施設

0期日 9月予定・

0主な活動市町村が開催している、成ノ>高齢者を対象とした講

座等の開催場所や内容等を調査司、る。

の 目 的 内谷

2 指導者研修会の開催

0対象市町村行政職員・社会教育主耶

0期E・場所 2月10日(金)県庁講堂(予定)

0主な活動成人期・高齢期における学習活動の今後の在り方につ

いて学ぶための研修会を開催司、る。(成人期・高齢期教

育研修会)

3 社会教育関係職員研修等

住)社会教育関係職員初任者講座

0対象市町村社会教育関係職員、公民館関係職員、コミュニ

テ¥センター職員等のうち、経験年数が2年未満の者

0期口,場所 1回実施予定

0主な活動講義、ワークショップ、職種別分科会をとおして、社

会教育を推進するために"、要な基礎・基本を学ぶ。(予

{)

実施主体

(助成)

県社会教育連誇協議会

生涯教青・学習振興

課

②社会教育関係職員地域づくり研修会

0対象社会教育関係職員、 NPO、地域づくり団体等

0期E・場所未定

0主な活動個人の要望や社会の要諧にこたえる社会數育事業の企

画力を高める研修会を開催する。

生涯轍管・学習振興

課

4 市町村研修等支援事業

0対象各市町村の社会教育関係職員、公民館関係職員、コミ

ユニティセンター職員等

0加俣所各市町村の計画による

0主な活動各市町村の計画による

5 学校・家庭・地域の連携協働推進事業【再掲】

地域ボランティア等人材発掘

県生涯学習文化財団

(生涯教育・学習振

興課共催)

県袿会數育連絡協講

15

生涯教青・学習振興

課

生涯教育・学習振興

課

会



社会教育関係団体の

支援

(社会教育関係団体

事業費補助金)

◇S鉱年度開始

●目的

社会教育関係団体の健全な運営と活動の活性化を図る。

00千円

(県饗)

●内容

事業贄補助金の交付

0補助金名、対象団体

①山形県社会教育連絡協議会事業蜜補助金

・山形県社会教育連絡協議会

②PTA連合会事業費補助金

・山形県PTA連合会

・山形県特別支援学校PTA連合会

県立図書館の整備・

充実

③婦人団体事業費補助金

・山形県婦人連盟

00千円

(国交付金、県費)

④ボーイスカウト事業費補助金

・ボーイスカウト山形県連盟

●目釣

県民の高度化、多様化する学習二ーズに的確に対応するため、県

民の学習活動の基幹施設である県立図書館の基本的機能が発揮でき

るよう、図書館資料の収集・整備・保存に努める。

県民が集い・学ぶ県

立図害館活動整備

生涯教育・学習振興

諜

●内容

1 図書資料整備充実事業

・一般図書、専門雑紘、地域資料、視聴覚資料等の充実

◇H27年度開始

00千円

(国交付金、県喪)

●目的

リニューアノレオープンした県立図書館において、県民の「知の拠

点」であるとともに多様な年代の方々が集う「交流の拠点」とし

て、一層の利用促進及び満足度向上を図り、県民が集い・学ぶ図書

館を目指t。

県立博物館の整備・

充実

●内容

1 賑わい創出及ぴ利用者サービス向上の取組み

00千円

(県費)

●目的

文化学術拠点としての博物館機能の強化を図り、地域への愛着や

誇りを育むため、魅力ある博物館活動を展開する。

県立図書館

●内容

1 プライム企画展の開催

2 学習会・研修会等の実施

3 解説ボランティアの配置・活動

県立図書館

県立縛物館
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県青少年教育施設の

整備・充実

00千円

(県債、県贄)

●目的

宵少年教育施設の安全性を高め、利用岩が安全・安心に活動でき

る充実した学習の場の提供を行う。

●内容

1 飯豊少年自然の家洋式トイレ設置工事

2 金蜂少年自然の家敷地内毒蛾対策

県社会教育委員の会

議

生涯学習検討委員会

《社会教育委員の会議》

■目的

行政と県民のパイプ役・橋渡し役として、教育委員会への意見具

申や助言指導などを行い、本県社会教育の充実に資する。

●内容

山形県社会教育委員の会議開催

0対象県社会教育委員狐名

0加暢所①第 193回山形県社会教育委員の会議6月0日(0)

②第 194回山形県社会教育委員の会議9月0日(0)

③第195回山形県社会教育委員の会議2月0日(0)

(令和4年度「生涯学習検討委員会」を兼ねる。)

6砧千円

(県費)

《生涯学習検討委員会》

●目的

県の生涯学習推進体制の整備に向けて、生涯学習関連部局等が連

携L、総合的に施策が展開されるよう設置した「生涯学習推進委員

会」とともに、外部有識者が r山形県生涯学習振興計画」の進捗状

況を点検し必要な提言を行う。

県青少年教育施設

社会教育主事養成事

業

●内容

山形県生涯学習検討委員会の開催

0対象県社会教育委員15名

0加暢所生涯学習検討委員会の会議 2月0日

(令和4年度「第 195回山形県社会教育委員」

◇S騎年度開始

(有資格教員研修は

H26年度開始)

生涯教育・学習振興

課

●目的

社会教育主事養成のため、東北大学及ぴ国立教育政策研究所社会

教育主事講習等への派遺により、社会教育推進体制の充実と、幅広

い知識を身につけた教員の養成を図る。

また、学校への社会教育主事有資格者(社会教育士)の配置と、

社会教育主事有資格教員のスキルアップを図り、学校・家庭・地域

の連携を促進する。

00千円

(県費) ●内容

1 社会教育主事講習(R2より社会教育士が付与される)

0対象県教育庁社会教育関係職員

公立小・中学校、県立高校・特別支援学校の教員

0棚暢所①東北大学社会教育主事講習(対面及びオンライン)

0月0日(0)~0月0日(0)

②国社研[A〕 7月0日(0)~ 8月0日(0)

・社会教育実践研究センター他

③国社研山] 1月OH (0)~2月0日(0)

・社会教育実践研究センター他

0主な活動社会教育法第9条の5の規定に基づき東北大学等が実

(0)

を兼ねる。)

文部科穿.省

(東北大学)

(国立教育政策研究

所)

生涯教育・学習振興

課
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2 社会教育主事有資格教員研修

0対象公立小中学校の社会數育主事有資格教員

0期E・堺所教育事務所毎に実施

0主な活動最新の社会教育事情や学社連携のあり方を学ぶ。

パネノレディスカッション、グノレープ討議等

生涯学習施設の管理

運営

施する社会教育主事講習への派遣

◇H2年度開始

●月的

生涯学習振興の中核施設である山形県生涯学習センター(遊学

館、霞城セントラル10階)、センター分館(山形県緑町庭園文化学

習施設「洗心庵」)について、効果的かつ効率的な管理運営を行う。

00千円

(県費)

●内容

1 県生涯学習センター管理運営費

・施設維持管理及ぴ使用許可等業務に係る指定管理料

(指定管理者制度導入田8年度~)

・指定管理者:公益財団法人山形県生涯学習文化財団

・指定の期問:令和 2年4月1日~令和 7年3月31日

生涯学習施設の整

備・充実

00千円

(県費)

●目的

生涯学習振興の中核施設である山形県生涯学習センター(遊学

館、霞城セントラル10階)、センター分館(山形県緑町庭園文化学

習施設「洗心庵」)の機能維持及び安全列新呆のため、設備等の整備、

更新及び修繕等を行う。

戦育垪務所

生涯学習振興に係る

連絡調整

(生涯学習推進委員

会)

◇H25年度開始

●内容

洗心庵東側,西側擁壁補強改修工事等

生涯教育・学習振興

課

《生涯学習推進委員会》

●目的

県の生涯学習推進体制を整備し、生涯学習に関する施策の総合的

な企画及び調整を行い、その推進を図る。

●内容

0対象関係各課

0斯E・塀所轡面での開催

0主な活動生涯学習推進委員会を設置し、関係部局や山形県生涯

学習センターが連携し、総合的に施策が展開されるよ

う努める。

生涯敬脊・学習振興

課

生涯数育・学習振興

課
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